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蛇紋岩由来の暗赤色土の性質，生成

ならびに分類に関する研究第 l 報

東三河地域の蛇紋岩由来の暗赤色土と

周囲の赤色土との性状の違い

森田佳行(1)・大角泰夫叩・夏目太猪介叩

Yoshiyuki MORITA, Yasuo OSUMI and Daisuke NATSUME : Genesis and 
Classification of Dark Red Soil D巴rived from Serpentinite 1 

Comparison distribution, morphological features and chemical properties 
betwe巴n dark red soil and red soil in mikawa, aichi prefecture 

要 旨:とれまで，暗赤色土に関する，研究はほとんど行われていないため，その性質や生成につ

いては不明な点が多しまた分類上の位置づけも明確でない。筆者等は暗赤色土のもつ各種特性を解

明するために多方面からの調査を行っているが，本報では，束三河地域で見られた蛇紋岩由来の暗赤

色土と，その周辺に広く分布する赤色土について，それぞれの断面形態，一般化学的性質，無機化学

組成等を比較検討した。なお，ことの日昔赤色土の母岩である蛇紋岩そのものについても化学組成を調

べ，検討の際の基礎資料とした。その結果以下のととが明らかになった。①調査地は海抜高 100-

200m の小起伏山地で，蛇紋岩地の多くには暗赤色土が分布していた。暗赤色土地域の植物は，かな

り強皮な生育阻害を受けていることが認められた。②暗赤色土は pH が高く，塩基IC富みかつ塩基置
換容量も大きく，周辺の赤色土lζ比べて明らかに異なる性質を示した。③蛇紋岩山地の斜面下部では

7グネジウムを主とする塩基系暗赤色土が分布しており，斜面の部位によって亜群を異にしていた。

④調査地の蛇紋岩は SiO" Al203 の含有量が少ない。一方， MgO は著しく多かった。 Fe203 や各

種重金属も多量IC含まれていた。同様な特徴が蛇紋岩IC由来する暗赤色土に多く認められた。⑤暗赤

色土の化学組成は母岩である蛇紋岩lζ比べ， MgO が著しく減少する一方， 相対的に Fe203. AI203 
が増加していた。重金属類は土壌生成の過程で濃縮されるようであった。⑥暗赤色土の土壌化IC伴う
化学組成の変化と細土の pH との聞に， MgO, MnO 等では高い相関関係が認められた。

1.はじめに

27~46 

わが国の森林土壌は大政1)による土壌区分をこう矢とし， 30 年有余の間研究調査が進められてきた結

果，現在は一部を除いて合理的に分類されてきている。さらにそれぞれの土壊とスギ，ヒノキなどの主要

造林木の生長や， 主な植生の出現状況との対応関係、も検討が進められてきた結果2)-6) 一部のものを除き

主要林木の生長は土壌のタイプや林床型と密接な関係があることが明らかとなっており，乙れは現在まで

の土壌区分が妥当であるととを証明するものといえよう。しかしながら，一部の例えば本研究の主題であ

る暗赤色土やハイドロモルフィックな土壌および有機物集積作用の結果形成された土壌などについては，

これらの土壌の形成された環境条件や形成にかかった時間との関係，さらに形成に当たって土壌内部での

物質の動態等についてはまだよくわかっていない。わが国の森林土壌は土壌生成作用の違いによって分類

されているのでベ その意味からすれば上記の土壌は林野土壌分類の中で十分な位置を占めているわけで
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はない。ただ暫定的に区分したという段階にある。筆者らは乙の不明な点を解明するととを目的として暗

赤色土をとりあげ検討を進めている。すでに小笠原諸島の暗赤色土については報告した円円 また関連す

る土壌として湘南海岸の富塩基土壌についても報告した軒1目。 ただとれらのものは前者は島しよという特

殊環境下のものであり，後者は暗色の色調を呈してはいるが褐色森林土の範ちゅうに入るものである。乙

の土壌は今後暗赤色土の研究を進める ζ とによっておそらく本州の典型的とみなされている暗赤色土との

関連性は出てくると考えられるが，まずは典型的なものについての検討を進める必要がある。

暗赤色土は，現在までの研究成果によれば主として蛇紋岩，かんらん岩，角せん岩，玄武岩，はんれい

岩などの超塩基性岩や塩基性岩，石灰岩や一部の堆積岩のように相対的に珪素含有量の少ない母材から生

成されるか，あるいは火山活動などによる熱水風化作用の結果形成された暗赤色の母材上に生成するとと

が多いと考えられており，林野土壌分類11)では土壌亜群段階で前者を塩基系および非塩基系lζ，後者を火

山系暗赤色土として分類している。暗赤色土の典型的なものはむしろ前者で，特に超塩基性岩や石灰岩lζ

由来するものが多い。したがって本研究の主題も超塩基性岩や石灰岩に由来する暗赤色土に焦点を合わせ

~. 
，、。

超塩基性岩の中，例えば蛇紋岩のように Mg， Fe, Ni などを多量に含むものは，いわゆる苦土欽ニッケ

Jレ質な性質をもっており， したがってこれを母材とする土壌は Ni などの重金属含有量が多い。 ζ のよう

な土壌の地帯には，蛇紋岩植生と称される特殊な植生のタイプが発達するとされている。一方石灰岩は，

苦土鉄ニッケル質な特性というよりも， Ca あるいは Mg に富む性質を持っており，この風化物を母材と

する土壌は前記の土壌ほど重金属を保持していない。またこの土域の地帯は，褐色森林土地帯とほぼ同様

の植生をもっている。たしかに石灰岩植生という植生タイプもあるが，乙れはむしろレンジナのようなA

-C タイプの土壌でよりよく現れている。このように母材が異なれば植生のタイプや重金属含有量などの

化学的性質が変化するので，上記の 2 種の暗赤色土は別々に検討を進めた方が得策である。そ乙で本報告

では暗赤色土の生成条件の解明と分類上の位置づけを知るための最初のステップとして超塩基性岩を起源

とする蛇紋岩由来の土壊の性質を，周辺地域の赤色土と比較しつつ検討した。

わが国では蛇紋岩由来の暗赤色土についての報告は少ない。原因12)は蛇紋岩の風化について調べ，暗赤

褐色，堅密な土壌が生成すると報告しているが，層位の区分，命名や分類をしていない。近藤ら加は三ケ

日町で蛇紋岩を母材とする B-C 層がチョコレート褐色をした重粘な土壌について，形態的には赤黄色土

に似たところがあるが，洗脱作用の程度が比較的弱く，酸性が弱く，塩基類に比較的富むなど，赤黄色土

とは異なった性質のあることを認め，これらの特徴は母材の影響が強く現れた結果であるとして，間帯性

土壊と考え「チョコレート褐色土」という暫定名を与えた。久保ら14)は国土調査高知図幅で蛇紋岩および

石灰岩由来の暗赤褐色の土壌を一括し，暗赤色土壌と呼んで赤色土とは区別した。また永塚lð)16)は三ケ日

町の蛇紋岩土壌は赤黄色土に含まれるとし，母材の特殊性lともとずく性質は土壌属の段階で区別すべきで

あると提案した。その後永塚 (1975)17) は同土壌を富栄養黄褐色森林土と命名した。その頃整備された林

野土壌の分類 (1975)11)ではこれら土壌を，新設した陪赤色土群 IC位置づけ，蛇紋岩からは7グネシウム

飽和度の高い富塩基な暗赤色土が生成するととが多いとして，それをマグネシウムを主とする塩基系暗赤

色土として細分した。その後，河田ら18〉，河回日〕，西岡田)は蛇紋岩由来以外のものも含めて暗赤色土の化

学的性質や，粘土鉱物組成について検討を加えた。

一方，諸外国における蛇紋岩由来の土壌についての研究を見ると， M. CIRIC21lはユーゴスラピアの蛇
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紋岩地帯では，母岩の蛇紋岩化の程度で生成する土壌型が異なり，蛇紋岩化の弱いかんらん岩上には褐色

土が生成し，蛇紋岩上にはランカーからパラ褐色土にいたる一連の土壌が生成し，さらに緩傾斜な低地や

洪積台地上で疑似グライ土が出現するととを報じている。 BorA TbIPEB92 ) はアノレパニアの森林下の蛇紋岩

化した輝岩に由来する置換性7グネシウムに富む赤色土壌を7グネシウムソロネッツ化肉桂色土とみなし

ている。 DE CASTRO加はスペイン南部のマラガ州の海抜高 800~1025 m の山地に分布する蛇紋岩由来の

中性反応を示す赤色土壌には MgO と SiOD の損失が認められ，粘土フラクションでは蛇紋石の一部がパ

ーミキュライトと緑泥石に変化していることを報告している。

JOFFEU) はインドやキューパの蛇紋岩に由来するラテライトは MgO がほとんど溶脱してしまっている

と紹介している。 KAPTAlllOB ら釦はキューパの更新世の赤色土壌の成因について調べ， 海抜高 800m

以下に赤色の土壌が広く分布しており，その中に蛇紋岩の風化殻をもっ土壌と，中部中新統の石灰岩上の

土壌の 2 種があり，赤色の土壌の中にもいろいろの成因のものがあることを指摘した。

以上の諸外国の蛇紋岩由来の土壌に関する文献から，蛇紋岩の質の違いや気候などの違いによって蛇紋

岩から種々の土壌の生成するととがわかった。

本報告で用いた土壌は束三河地域の蛇紋岩上の暗赤色土 2 断面，赤色土 3 断面であり，これらの断面形

態，一般化学的性質および細土の無機化学組成について比較検討した。さらに，同地域の蛇紋岩の化学組

成を調べ，土境化に伴って生じた無機化学組成の変動についても検討を加えた。

2. 調査地の概要

調査地は新城市の東部静岡県境に近い海抜高 100~200m の小起伏山地である。乙の地域は中央構造線

の外帯にあたり，蛇紋岩，領家変成岩類，黒色片岩，緑色片岩，はんれい岩質岩石，古生層などの複雑な

地層からなっている師、年平均気温 14.8
0

C，年降水量 2347 mm，混量指数は約 120 で暖帯のやや上部lζ

位置する。乙の附近lとは赤色土が広く分布しているが，蛇紋岩地の多くには暗赤色土がかなり広く分布し

ている。蛇紋岩由来の暗赤色土の林相は Photo 1 I乙見られるような媛性化したアカマツの疎林になって

いる。したがって乙の土壌個体の界線はきわめて正確に把慢する乙とができる。

3. 土壊調査および分析方法

前述の通り調査地周辺は複雑な地層をなしているが，暗赤色土は蛇紋岩山地の斜面下部と，斜面上部緩

斜面に断面を設定した。また，赤色土ば黒色片岩，古生層珪岩質岩石，および緑色片岩の各山地でそれぞ

れ残積の 1 断面ずつ設定し，国有林林野土壌調査方法書釦に基づいて調査と試料採取を行った。

土壌の分析は，上記方法書町}に基づいて， pH および置換酸度(Yl) を測定したほか，土壌養分分析法28)

l乙基づいて塩基置換容量(以下 CEC と記す〉を定量し，その浸出液を用いて置換性カ Jレジウムおよびマ

グネシウム〈以下 ExCa， ExMg と記す〕を原子吸光法によって， また，全炭素と全窒素は C-N コーダ

ーによりそれぞれ定量した。岩片および細土の化学組成は炭酸熔融法，ピロ硫酸カリウム熔融法およびフ

ッ化水素酸分解法を併用し， Si09 は重量法，その他の成分は原子吸光i法で求めた。
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4. 結果および考察

4-1 土壌の産状および性状

Table 1 に調査した 5 土壊の環境条件を，また Table 2 Iζ土壌層断面の性状を示した。

No.l 土壌は蛇紋岩山地の斜面下部で採取した暗赤色土である。 Photo 2 Iζ林相を示したが，アカ7 ツ

の生育はすとぷる悪く 70 年生林で平均樹高3mである。 B層の土色はチョコレート色を呈し， 下層まで

断Pr面of番i1号e 
No. 

l 

2 

3 

4 

5 

Photo 1. 蛇紋岩地域の媛性化したアカマツ林

土 壌 型 M堆o積d様e 式of 
Type of soi1 deposition 

塩マ基グ系ネ暗シE赤ウD色ムRを土D(主d()偏と一mす乾g亜る適型潤〕性 伺行

受土蝕土的弱(E乾r)性-d非D塩Rc基系暗赤色 残積

受蝕土的乾(性E(r赤細)-粒色R状土A 構造型〕 残積

RD(d) 
残積

適J菌性赤色土(偏乾亜型)

RA 
残積

乾性赤色土〈細粒状構造型〉

Table 1.試料採取個所

G巴neral description 

母材

A標ltitu高(dme >
方位

Parent 
material Exposure 

蛇紋岩 105 w 

蛇紋岩 150 w 

I m~w~ I 95 N650W 

珪古岩生質層岩石 I 180 

I ~M: I 200 N200W 
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明度・彩度ともに低い。 A!， A2 層は軽埴土であるが， Bl 層以下は重埴土である。大型の石礁に富み，下

層では石擦の聞に土壌がわずかに介在している状態である。山中式土壌透水通気測定器lとより透水性を測

定したが下層では1. 4 kgjcm2 で悪い。ベンチジンによる呈色反応は，表層では深紫色を示し ， MnO+2 

含有量の多いことが予想された。 Ao 層の発達が少なく， A 層は比較的厚く， Al 層は腐植に富み，堅果状

構造が強度lζ発達し，堅果状構造は A2' Bl 層 IC弱度であるがみられることなどから DRn(d) 型土壌と判

定した。乙の種の土壌が乙の地域の蛇紋岩山地の斜面下部にもっとも広く分布しており， B層のチョコレ

の環境条件

of studied site 

傾斜 [ム」|Slope 

250 斜面下部

50 斜緩面斜上面部

80 | 尾根突出部

平坦 山頂平坦面

230 i 尾根筋肩

Photo 2. 断面 No. 1 附近の林相

植 生 |一cGonrodwit育tioh状n 態 採取地

Vegetation Location 

アカマツ，ネザサ， 愛新大字知城中宇県市利ネズミサ、ン，ススキ，ウンヌケ， すとぷる不良
ショウジョウスゲ、

アカマツ，アイグロマツ，ネザサ，
ネズミサシ，ススキ，ヒサカキ， すこぶる不良 11 

ハナゴケ

アカマツ，コナラ，ネジキ，
コシダ，ナツハゼ、，ガンピ， 不 良 11 

ハナゴケ

アカマツ，コナラ，ソヨゴ， 愛鳳黄知来柳 県町リョウフ1 アセビ，ヤ7 ツツジ， 中
ナツハゼ 字野

アカ7ツ，ヒノキ，ヒサカキ，

1521 コウヤボウキ，モチツツジ， 中
ヤブコウジ
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Table 2. 土議断

Morphological description 

断面番号
Profi1e 
No. 

土壌型
Type of 
soi1 

層位|層厚
Horizon I Thickness 

(cm) 

土色
Color 

層界
Horizon 
boundary 

eDRn(d)-mg 

2 (Er)-dDRc 

L
F

ん
~
2

“

C
一

L
F
A
T
-
恥
C

1 cm スゲ，ササ落葉

疎l乙散在し全面をカパーしていない

12 5YR3/2 

13 I 2.5YR3/3~5YR3/3 
14 I 2.5YR3/3 
15 I 3YR3/3 
20十!ー

,
BE, 政

寸
11 

11 

明

ススキ，アカマツ，ヒサカキ，コウヤボウキの落葉

0.5~ 1 cm 疎に堆積(全面カバー〉

15 

15 

20 

20~30 

10十

5YR3/6 
判

漸
11 

5YR4/6 

5YR4/8 
11 

11 

3 (Er)-RA 、
・1
ノ

L
F
H
U
弘
同
恥

1~2cm アカマツ，コナラ落葉粗に堆積

0.5cm 程度

1 cm 程度粉状のものが根でつづられている

5 I 5YR4!6 
15 I 2.5YR4.5/8 
20 I 

30十 l

事J

漸
11 

4 Rn(d) 

L
M
A弘
恥

Q
G

アカマツ，コナラ落葉疎に堆積

1~2cm レンズ状に堆積，細根す乙ぶる富む
q
u

只
υ
o
u
a
u

JJEFt-au

,
It

,JS 

A
‘

R
U

，

r
'

バ
“:
E
U

R
4
・
日

R
R

Y
R

司J
Y
Y

5
.
Y
町

5
.
J

ヲ
4

戸D

ヲ
白
つ
&十

円
U
H
D

回
。
に

U
R
U

-
-
T
A

内4
1
L
1
i

判
漸
判

11 

5 RA 

L 2~ 3 cm アカマツ，広葉樹落葉疎に堆積

F
A

弘
同
ハ
M
Q

0.5~ 1 cm 

5~8 

12~15 

20 

20 

30+ 

7.5YR4/6 

7.5YR5/6 
判

11 
11 

11 

5YR5!8 

5YR6/8 
漸

ホ淘汰分析結果による土性，その他は野外土性。判 nt :堅呆状. 1・ gr: 細粒状. gr: 粒状， ma: カベ状. bk: 塊状，
***山中式土壌透水通気測定器による kg/cm2
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面形態

of each soi1 profile 

ベンチジン反応
Benzidin color 
reaction 
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* 
土*

* 

埴
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埴
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軽

重

nt 

弱小型 nt
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1/ 1/ 

0.25 
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潤
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商
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朽

角
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腐
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中
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埴質壌土
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+ 1/ 

1/ 

1/ 微砂質壊土

土0.32 

0.55 
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半乾

潤
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1/ 
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Photo 3. 断面 No. 2 附近の林相

ート色が強く，蛇紋岩由来の暗赤色土の特徴を良く示していることから，乙の地域の暗赤色土の代表的な

ものと考えられた。

No.2 土壌は No.l 土壌の上部緩斜面で採取した。乙の地域では蛇紋岩山地の斜面上部はほとんど露岩

地となっており，土壌の深い所は少ない。 NO.2 土壌はその中では土壌の深い方であるが. Photo 3 でわ

かるとおり地表はかなり侵蝕を受けている。 B 層の色相は 5YR で NO.l 土壌と比較すると赤味が弱い

が，明度・彩度はともにやや高い。下層の透水性は 2.0 kg /cm2 以上ですこぶる悪い。ベンチジン反応

は， Mn02 結核の認められる C層ではす乙ぷる強いが，その他は NO.l 土壌より弱い。 NO.l 土壊と異な

り下層に MnO+2 が多量に存在するものと予想された。 F 層は地表全面をカバーしている。 A 層は薄く

かなり侵蝕を受けており，堅果状構造が発達する。 A層と A-B層の境界は判然としている。 A-B層の上

部は微細な堅果決構造がみられるととなどから (Er)ーDRc 型土壌と判定した。

No.3 , 4 , 5 土壌は比較のために採取した赤色土である。との地域の赤色土は瀬戸内地域の赤色土と比

べると林木の生育はかなり良い。藩制時代徳川領であったために保護政策が行きとどき山が荒らされなか

ったことも一因であろう。 No.3 土壌は黒色片岩由来の土壌である。微細な岩片と考えられる黒色の微細

粒を多量に含んでいるため，土色は炭素量の少ない下層でもやや明度が低い。表層は強度の侵蝕を受けて

おり A層の発達が弱いので (A)層と判定した。 (A)層は細粒状構造を主とし，堅果状構造を混えている。

以上の結果から (Er)-RA 型土壌と判定した。林木の生育は乙の地域の赤色土の中でもっとも悪い。 No.

4 土壌は古生層珪岩質岩石由米の土壌で，山頂平坦面で採取した。堅果状構造が良く発達する RD(d) 土

壌である。 NO.5 土壌は緑色片宕由来の土壌で，採取地がやせた尾根部の肩のために乾きやすく，細粒状

構造と粒状構造が発達し. RA 型土壌と判定された。
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4-2 土壌の一般化学的性質

Table 3 に土壌の一般化学的性質を示した。

pH(H20)は赤色土は NO.5 土壌の C2 層を除くと ， 4 台で低いのに対し，暗赤色土は 5 以上で高く，両

土壌聞に明瞭な差が認められた。二つの暗赤色土では斜面上部の NO.2 土壌は 5 台，斜面下部の No.l 土

壌は 6 台で，斜面下部の方が高い債を示した。これは地形の違いにより，斜面上部の方が塩蓋の流亡が激

しかった結果と考えられ，後述の塩基状態の迷いとも一致している。 pH(KCl) は pH(Hρ) より約 1 低

い値であるが傾向は同様であった。

置換酸度 (Yl) は pH の高い NO.1 土壌は低く， NO.2 土壌はやや高く，赤色土はさらに高い値を示し，

pH と同様に明瞭な差が認められた。赤色土の中では特に No.4 ， No目 5 土壌が高い値を示したが，その中

で NO.4 土壌の C] ， C2 層は 50 以上といちじるしく高い値を示した。

加水酸度 (y]) も置換酸度 (Yl) と傾向は同様であった。しかし，一般的には加水酸度が置換酸度より高

い値を示すが，この地域の赤色土では逆に置換駿度の方が高い値を示す層位が多く見られた。この原因に

ついては ])Ij途解明したい。

炭素量は 5 土壌ともに全体に少なし最表層でも 3.4~6.0% で，かつ，次の層では激減しており，有

機物の浸透の悪さを示している。

CjN 比は NO.1 と NO.4 土壊のAJ昌でやや低いが，その他の土壌は高い値を示し，有機物の分解が不良

な乙とを示している。

暗赤色土の CEC は No.1 ， NO.2 土壌ともに有機物含有量は少ないが粘土量の多い下層で大きい値を

示している。一方，赤色土は一般にいわれている通り小さい値であり，両土壌間 l乙明瞭な差が認められ

た。日音赤色土の下層は枯土量が多いがさらに CEC の大きな粘土鉱物を含んでいるのではないかと推測さ

れる。しかし赤色土の中でも緑色片岩由来の NO.5 土壌は下層で CEC が若干大きい。乙れも粘土鉱物の

特性に由来しているのではないかと思われる。とれら CEC と粘土量，粘土鉱物との関係は土壌の基本的

性質の一つなので今後詳細に検討を加える予定である。

ExCa は No.5 土壌の AJ首が若干高い値であるがそれ以外の赤色土は暗赤色土に比べると低い値を示し

た。

ExMg の多いことが蛇紋岩由来の暗赤色土の特徴であり， NO.1 土壌は 9~llm巴j100g の範囲にあり

すこぶる高い，断面内傾向は下層に向って高くなっている。同じ蛇紋岩由来の土壌でも No.2 土壌は若干

低く， NO.l 土壌の約半分であった。斜面上部では下部よりも洗脱が激しかった結果と考えられる。 NO.l

土壌は ExMg 値が大きいために， B屑の (Ca+Mg) 飽和度は大きく 50%をとえる。乙の値は「林野土

壌の分類(1975) Jlll でいう，マグネシウムを主とする塩基系暗赤色土の規定を満足させている。一方，

NO.2 土壌は， B層の (Ca+Mg) 飽和度が 19%であるため，非塩基系暗赤色土に位置づけられる。

赤色土の ExMg は緑色J，岩由来の NO.5 土壌のA層および C2 層で若干高いが全般に低い値を示し， 3 

土壌ともに (Ca+Mg) 飽和度も小さし塩基の洗脱の進んでいるととを示している。

以上一般化学性の検討結果lとより乙の地域の蛇紋岩由来の晴赤色土は塩基， 特 lと ExMg 含有量が多

く， pH の高い土壌であるととがわかった。 しかし， との特徴は斜面上部の土壌では若干弱かった。一

方，赤色土は塩基の洗脱が進み，酸性化の進んだ土壌である乙とがわかった。しかし，赤色土の中でも緑

色片岩由来の NO.5 土壌はこの特徴が若干弱かった。
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Table 3. 般化学的

Chemical properties of each 

断面番号 土壌型 層位 pH 酸 C度id <Y1> 炭素Acidity 

Profile Type of Horizon 

Ex置cha換~ge I H加ydr水01 
C 

No. soil Haﾜ KCl 
(%) 

A1 6.69 5.42 1.3 13.0 4.0 

eDRD(d)-mg A
g 6.30 5.20 0.5 10.1 1.8 

B1 6.21 5.20 0.9 9.5 1.7 

Bg 6.49 5.41 0.7 9.0 1.6 

A 5.08 4.20 8.2 28.7 3.9 

2 (Er)-d DRc A-B 5.21 4.31 4.5 14.2 1.3 

B1 5.30 4.31 5.2 13.2 0.8 

Bg 5.29 4.41 4.0 14_ 1 0.5 

(A) 4. 18 3.53 34.0 47.5 3.4 

3 (Er)-RA B1 4.50 3.80 22.3 22.6 0.9 

B2 4.55 3.80 19.8 19.8 0.6 

B3 4.71 3.82 19.8 17.6 0.4 

A 4.10 3.38 53.8 79.6 6.0 

B1 4.51 3.50 35.0 30.8 1.5 

4 RD(d) B2 4.89 3.58 31.2 22. 1 0.6 

C1 4.59 3.40 50.3 34. 1 0.3 

Cg 4.50 3.40 63.6 48.4 0.2 

A 4.65 3.59 35.0 49.8 4.8 

B1 4.52 3.51 37.2 30.8 1.8 

5 RA B2 4.62 3.48 37.5 25.8 0.9 

C1 4.79 3.58 38.7 25.5 0.6 

Cg 5.04 3.79 34.8 26.5 0.4 

4-3 細土の無機化学組成および分子比

細土の無機化学組成および分子比を Table 4 に示した。

SiOg, Fe903, AlgOa : 暗赤色土は赤色土lと比べて SiOg 含有量が 31~39% と少なく， Fe，Os 合有量が

31~37% と大きい。赤色土は反対に SiOg 含有量がほとんどの層位で 60% 以上と大きく， Feρ8 含有量

は NO.5 土壌の下層を除くと 10% 以下で小さし両土壌聞に明らかな差が認められた。また，三つの赤

色土のうち，母材が古生層珪岩質岩石の No.4 土壌で Si02 多 ， Feρ8 少の傾向がもっとも強く，緑色片

岩由来の NO.5 土壌は弱かった。とれは，母材の違いによるものと思われる。

A1203 含有量は No.l 土壌では若干少ないが， 他の土壌はすべて 20% 前後の値を示し大きな差は認め

られなかった。

重金属含有量:暗赤色土は赤色土に比べて CrgOs， ZnO, NiO, COO, MnO などの重金属含有量が多

い。特 lと暗色味の強い NO.l 土壌は含有量が多い。これら重金属に富む物質は FeaÜ3 と同様に暗色を示す

ものが多い。したがって蛇紋岩由来の暗赤色土の明度の低い主要因がζれら重金属による可能性が高いの

で，この点については別途研究を進めつつある。また，前述の通り蛇紋岩由来の暗赤色土地域は植物生育
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性 質(乾土当たり〉

sample soi1. (On dry basis) 

窒素
塩基C置E換C容量 置換性/10塩基 塩基飽和度 t(io56n) 
(mCea/t 100g) 

(me/l00 g) Rate of satura 

N C/N lOn ヵ…ム|マルウム Ca 岳会(%) Exc3ahCa1gt司巴 ExCa ExMg CEC CEC copacny 

0.25 16 19.9 2.50 9.30 12.56 46.73 59.29 

O. 13 14 21.9 1.43 10.07 6.53 45.98 52.51 

O. 14 12 24.6 1. 37 11.22 5.57 45.61 51. 18 

O. 14 11 32.4 1. 23 11.43 3.80 35.28 39.08 

0.19 21 28. I 3.43 4.76 12.21 16.94 29. 15 

0.07 19 18.6 1.28 3.44 6.88 18.49 25.37 

0.04 20 26.7 0.92 4.02 3.45 15.06 18.51 

0.03 17 49.9 L 24 5.86 2.49 11. 74 14.23 

0.15 23 22.9 0.15 0.20 0.66 0.87 1. 53 

0.06 15 9.5 0.09 0.11 0.95 1.16 2.11 

0.06 10 8.6 0.09 O. 10 1.05 1.16 2.21 

0.04 10 11.0 0.09 0.20 0.82 1.82 2.64 

0.58 14 25.0 0.32 0.51 1.28 2.04 3.32 

0.08 19 16.2 0.16 0.26 0.99 1.60 2.59 

0.04 15 20.0 0.25 0.35 1.25 1.75 3.00 

0.03 10 15.3 O. 12 0.14 0.78 0.92 1.70 

0.03 7 15.7 0.14 0.11 0.89 0.70 1.59 

0.20 24 26.8 2.68 1.15 10.00 4.29 14.29 

O. 10 18 19.0 0.37 0.34 1.95 1.79 3.74 

0.04 23 21.4 0.24 0.32 1. 12 1.50 2.62 

0.03 20 20.0 0.29 0.75 1.45 3.75 5.20 

0.02 20 27.1 O. 15 1.14 0.55 4_ 21 4.76 

がいちじるしく惑い。この現象は暗赤色土だけでなく，蛇紋岩由来の他の土壌でも見られる ζ とから，と

の原因が重金属過剰による生理阻害にあると考えられるので， ζ の点についても今後研究を進める予定で

ある。

CaO, MgO 含有量:蛇紋岩出来の晴赤色土の特徴として塩基類，特に MgO 含有量が著しく多いとと

があげられる。 No.l 土壌はその特徴を良く現していて含有量が多い。 NO.2 土壌は斜面上部のために流亡

が激しかったのか， NO.l 土壌の半分以下の値であった。一方，赤色土の No.3 ， No.4 土壌の CaO， MgO 

含有量は少なし、。乙れらの値ばわが国で普通に見られる赤色土と同じレベノレである。しかし，緑色片岩由

来の NO.5 土壌は MgO 含有量が多く， No目 2 土壌とほぼ同等の値を示した。緑色片岩は緑泥石，緑れん

石などの緑色鉱物を含み，緑泥石は Mg， Fe, Al の珪酸塩混合物からなっている。 したがって Mg 含

有量が多い。また緑色片告は一般に硬度が低いので機械的には細粒となりやすいが，動力変成作用による

化学変化を受けているので，化学風化 p::対する抵抗が強く，赤色風化のような強烈な風化を受けてもなお

緑色片岩の性質を残しているものと考えられる。

以上， fJ音赤色土と赤色土の無機化学組成について比較検討した結果，暗赤色土は， SiOg が少なく ， Feg 
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断面番号 土壌型 層位

Profi1e Type of soil Horizon 
No. 

A1 

e DRo(d)一mg Aa 

Bl 

Ba 

A 

2 A-B 

Bl 

Ba 

(A) 

3 (Er)-RA 
B1 

B2 

B8 

A 

B1 

4 Ro(d) B2 

C1 

C2 

A 

B1 

5 RA B8 

C1 

正当

*灼熱重ベース

林業試験場研究報告第 341 号

灼熱減量* 
Ignition 
10ss 

9.85 

8.01 

10.44 

10.19 

12.83 

9.12 

9.96 

11.13 

11.71 

8.52 

7.09 

7.73 

15.06 

9.70 

8.85 

5.89 

5.41 

12.41 

10.02 

8.53 

6.40 

9.45 

Tab!e 4. 細土の無機化学組成

Chemical compositions and their molecular ratios 

珪素 鉄 アルミ クロム マンガン

SiOa Fe20s 
ニウム

Cr20S MnO 
A1ρ8 

39.58 31.61 7.94 3.91 0.527 

34.33 33.07 11.71 3.95 0.600 I 

34.31 34.91 15.55 3.34 0.615 I 
31.85 34.18 14.04 3.26 0.602 

35.51 37.38 15.85 2.83 0.350 

36.67 35.81 16.08 2.39 0.212 I 

37.63 32.02 23.36 1.60 

34.17 32.20 23.40 1.24 0.169 

62.20 7.93 23.57 0.21 0.037 

61.46 8.60 22.64 0.14 0.015 

63.41 8.01 18.03 0.21 0.026 

59.56 9.67 22.29 0.17 0.027 

75.68 5.78 13.04 0.21 0.037 

67.61 7.81 19.85 0.28 0.036 

62.07 9.36 24.40 0.25 0.041 

66.64 7.97 20.45 0.33 

69.63 6.77 17.23 O. 18 0.028 

61.36 8.88 21.15 0.30 

60.69 10.33 21.99 0.44 0.116 

57.46 11.08 23.10 0.26 0.101 

50.13 15.01 20.81 0.33 0.110 

43.43 19.53 20.21 0.44 0.148 

0 8, MgO, CaO が多く， かつ重金属 1(，富むといった蛇紋岩の特異な性質を多く残していた。乙の傾向は

斜面下部土壌の方が強かった。また赤色土の中でも緑色片岩由来のものには母岩の化学組成の特徴の残留

がうかがえた。

分子比:前述の通り蛇紋岩由来の階赤色土は， 赤色土iζ比べて Si02 含有量が少なく ， Fe20s. CaO, 

MgO が大きいために， ζ れらより算出する SiOa/Fe20s. SiOa/Rρ8， Si02/CaO, SiOa/MgO はそれぞれ

小さい値を示した。また赤色土では No.5 土壌が他の No.3. 4 土壌と異なり，暗赤色土と他の 2 赤色土

との中間的な値を示していた。なお，分子比の中で Si02/A1203 は暗赤色土が赤色土よりわずかに小さい

程度で大差は認められなかった。

4-4 母岩の化学組成

東三河地域の中字利，黄柳野，多利野の 3 地点の蛇紋岩と，福井市東山墓地公園で採取した安山岩の化

学組成をTable 51と示した。なお福井市の安山岩山地は赤色土と暗赤色土の中間の土壌が分布していた。

束三河地域の蛇紋岩は安山岩lζ比べると，灼熱減量が大きい，乙れは化学水が多いととに起因している。
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と分子比(灼熱重ベース%)

of fine soi!, (< 2 mm) (Percent on ignition basis) 

亜鉛 銅 ニッケル コノイJレト カ Jレシ 7グネシウ
分 子 比

ZnO CuO NiO CoO ウム l入

FSEi20028||AS1i2002s|!SRiS0O2 S ℃Sl五oδg一 I 百Si五0百2 
CaO MgO 

0.062 0.075 0.264 0.053 3.67 5.77 3.33 8.45 2.39 10.14 4.61 

0_052 0.021 0.397 0.057 2.92 7.37 2.76 4.97 L 77 10.98 3.12 

0.052 0.046 0.555 0.065 1.90 5.68 2.61 3.73 1.53 16.79 4.05 

0.045 0.059 0.616 0.071 1. 58 6.11 2.48 3.84 1.51 18.93 3.49 

0.059 0.021 0.164 0.043 1.21 3.66 2.53 3.81 1.52 26.86 6.49 

0.051 0.020 0.146 0.032 0.44 2.44 2.72 3.86 1.60 76.25 10.00 

0.041 0.020 0.136 0.024 0.26 2.57 3.13 2.73 1.46 125.2 9.78 

0.036 0.019 0.141 0.028 0.30 2.62 2.82 2. 47 1.32 113.8 8.75 

0.01ヲ 0.016 0.018 0.010 O. 14 1.02 20.7 4.48 3.68 517.5 41.40 

0.017 0.021 0.024 0.006 0.11 0.97 18.94 4.61 3.71 511.5 42.63 

0.011 0.018 0.006 O. 12 0.94 21.10 5.96 4.65 527.5 45.87 

0.019 0.013 0.019 0.008 O. 12 0.98 16.25 4.53 3.54 495.5 41.29 

0.024 0.015 0.019 0.008 0.27 0.76 34.97 ヲ.84 7.68 251.8 66.26 

0.022 0.019 0.020 0.008 0.20 0.84 22.96 5.77 4.61 281.3 53.57 

0.024 0.019 0.031 0.008 O. 15 0.87 17.51 4.32 3.47 344.3 46.95 

0.024 0.022 0_006 O. 12 O. ヲ6 22. 18 5.52 4_42 554.5 46.21 

0.015 0.028 0.023 0.008 O. 13 1.00 27.60 6.86 5.49 579.5 46.36 

0.032 0.056 0.032 0.009 0.38 2.23 18.23 4.93 1.33 145.7 18.56 

0.031 0.019 0.067 0.010 0.24 2.35 15.54 4.68 3.59 252.5 17.41 

0.032 0.025 0.032 0.011 0.26 2.64 13.86 4.21 3.23 191.2 14.48 

0.034 0.019 0.042 0.015 0.31 3.08 8.87 4.09 2.80 139.0 10.83 

0.039 0.028 0.053 0.022 0.36 3.46 5.93 3.65 2.26 120.5 8.41 

化学組成では MgO含有量が著しく多く， Feρ8 含有量も少なくなし、。一方， Si02 含有量は 45% 以下

で少なく，この値は超塩基性岩l乙相当する。また， Al20s および K20， Na20 の含有量は少ない。特記す

べきは重金属 Cr2Ûs， NiO, COO 含有量の多い乙とである。

乙の地域の蛇紋岩ははんれい岩に伴って分布しているととから26)はんれい岩が変質して蛇紋岩となった

と考えられる。 3 地点の蛇紋岩を上七較すると，多利野のものは晴緑色で表面lζ緑色の脂肪光沢が鮮明で，

その圧砕試料は黒色味が強い。一方，中字利，黄柳野のものは両者良く似ており，緑色の脂肪光沢が弱

く，圧砕試料は灰色味をおびている。化学組成も外観と同様に中字利と黄柳野のものは良く似ており，多

利野とは多少異なっている。

4-5 蛇紋岩から暗赤色土が生成する時の化学組成の変化

蛇紋岩から暗赤色土が生成された時，いかに化学組成が変化したかを見るために，土壌の化学組成(%)

から No.l ， No.2 土壌の採取地である中字利の蛇紋岩の化学組成(必)を差し引いて作成したのが Table6

である。表の上段は化学組成増減(タの，下段は蛇紋岩中の含有率lζ対する土壌中の含有率の倍率を示して
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いる。

蛇紋岩は，一つの岩体であってもすべての部分が均質な化学組成を有しているとは考えられないので，

No.1 , 2 土壌の母岩の化学組成が供試した蛇紋岩の化学組成と同じであったという証拠はない。 したが

試 料 灼熱減卓 珪素

Sample Iglnoists ion Si02 

中字利蛇紋岩 10.47 42.24 

黄柳野蛇紋岩 10.92 41.31 

多利野蛇紋岩 12.50 45.36 

福井安山岩 0.99 52.53 

本乾燥重ベース

S試amp料le |品判 珪素
SiOa 

- 2.66 
A1 

1/1.07 

- 7.91 
Aa 

No. 1 1/1. 23 

e DRD(d)一mg - 7.93 
B1 

1/1.23 

- 10.39 
Ba 

1/1.33 

- 6.73 
A 

1/1.19 

- 5.57 
A-B 

No. 2 

(Er)-dDRC - 4.61 
B1 

1/1.12 

- 8.07 
Ba 

1/1.24 

Table 5. 蛇紋岩の化学組成

Chemical compositions and their molecular ratios 

鉄 アノレミニ クロム マソ tf ソ 亜鉛 童向

Feρs 
ウム Cr20s h在nO ZnO CuO 
AI20a 

13.689 2.290 0.423 0.220 0.025 0.009 

15.821 1.749 0.761 0.238 0.028 0.017 

9.361 0.556 0.849 0.225 0.022 0.011 

8.699 18.552 0.050 0.205 0.023 0.010 

Table 6. 蛇紋岩が土壊化するにとも

Differences of the amount of chemical components 

Fe鉄~8 |可ぷム| クロム マンガン
Crρ8 MnO 

+ 17.93 + 5.65 + 3.48 + 0.307 

2.31 3.43 9.23 2.40 

+ 19.38 + 9.42 + 3.53 + 0.380 

2.42 5.11 9.34 2.73 

+ 21.22 + 13.26 十 2.92 + 0.395 

2.55 6.79 7.90 2.80 

+ 20.49 + 11.75 十 2.84 + 0.382 

2.50 6.13 7.70 2.74 

十 23.69 十 13.56 + 2.41 + 0.130 

2.73 6.92 6.69 1.59 

+ 22.12 + 13.79 十 1.96 - 0.008 

2.62 7.02 5.64 1/1.04 

+ 18.33 + 21.07 + 1.17 - 0.099 

2.34 10.20 3.78 1/1.82 

+ 18.51 + 21.11 + 0.82 - 0.051 

2.35 10.22 2.94 1/1.30 

〔注〕 上段は組成(%)の増減(表-4 No. 1-2 の組成(%)から表-5 中字利の組成(%)を引いた値)
下段は蛇紋岩中の含有率に対する土壌中の含有率の倍率
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って， Table 6 の組成(%)の増減は正確な値とはいえない。しかし，成分変化の傾向の概要は示してい

るものと思われるので，乙の前提tc立って以下述べることとする。

最も減少しているのが MgO で 30~34% の減で蛇紋岩の 1/5~1/15 になっていた。 次いで SiOs が

および分子比(灼熱重ベース %)

of serpentinite.(Percent on ignition basis) 

ニッケル コノ勺レト カリウム ナトリウ カ Jレジウ マグネシウ
分 子 比

NiO CoO KsO ム ム ム

FSEi2002 8 王S国i02J|IRSiP02F|l-ESL詔O.一 I 扇Si面Os 一
NasO CaO MgO 

0.408 0.037 0.433 0.262 2.542 
36719111I116 86 2 173196 

6.57 15.62 0.772 

0.300 0.035 0.728 0.359 0.242 37.996 11 6.94 1 40.41 5.92 171. 75 0.729 

0.525 0.041 0.143 0.073 0.183 42.242 11 12.80 1 151.0 11.80 251.67 0.720 

0.025 0.017 1.097 3.171 8.775 4. 796 11 16. 05 1 4. 80 3.70 5.59 7.350 

ない変化する化学成分

between serpentinite and soi1s derived from serpentinite 

亜鉛
ZnO 

+ 0.037 

2.48 

+ 0.027 

2.08 

+ 0.027 

2.08 

+ 0.020 

1.80 

+ 0.034 

2.36 

+ 0.026 

2.04 

十 0.016

1.64 

+ 0.011 

1.44 

銅
CuO 

+ 0.066 

8.33 

+ 0.012 

2.33 

+ 0.037 

5.11 

+ 0.050 

6.56 

+ 0.012 

2.33 

+ 0.011 

2~22 

+ 0.011 

2~22 

十 0.010

2.11 

ニッケル
NiO 

- 0.144 

1/1.55 

- 0.011 

1/1.03 

+ 0.147 

1.30 

+ 0.208 

1.51 

- 0.244 

1/2.49 

- 0.262 

1/2.79 

- 0.272 

1/3.00 

- 0.267 

1/2.89 

コノマJレト
CoO 

+ 0.016 

1.43 

+ 0.020 

1. 54 

+ 0.028 

1.76 

+ 0.034 

1.92 

+ 0.006 

1.16 

- 0.005 

1/1. 16 

- 0.013 

1/1. 54 

- 0.009 

1/1.32 

カ Jレシウム |マグネシウム I _ロ
CaO I MgO I}'u 

+ 1.128 - 30.95 6.69 

1.44 1/6.37 

+ 0.373 - 29.35 6.30 

1.15 1/4.99 

- 0.639 - 31.04 6.21 

1/1.34 1/6.47 

- 0.958 - 30.61 6.49 

1/1.60 1/6.01 

- 1.333 - 33.06 5.08 

1/2.10 1/10.03 

- 2.106 - 34.28 5.21 

1/5.83 1/15.02 

- 2.280 - 34.15 5.30 

1/9.70 1/14.27 

- 2.245 - 34.10 5.29 

1/8.56 1/14.00 
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珪SiO素B 

SiOs 

FesOa -0.292 

A1sOs -0.160 

CrsOs -0.010 

MnO 0.342 

ZnO 0.430 

CuO O. 136 

NiO -0.617 

CoO -0.465 

CaO 0.195 

MgO -0.292 

林業試験場研究報告第 341 号

Fe鉄t)a 

-0.292 

-0.077 

0.100 

0.067 

0.364 

-0.266 

0.057 

O. 143 

-0.243 

-0.133 

Table 7. 蛇紋岩が土壌化するにともない変化

Correlation coefficients of chemical component 

|アルミニウム クロム マソ jf ソ 亜ZnO鉛A1sOa CrsOa MnO 

-0.160 -0.010 -0.342 0.430 

-0.077 0.100 0.067 0.364 

0.948 -0.785 -0.825 

-0.948 0.909 0.760 

-0.785 0.909 0.499 

-0.825 0.760 0.499 

-0.664 0.604 0.642 0.424 

-0.444 0.622 0.867 0.085 

-0.701 0.826 0.973 0.399 

-0.900 0.911 0.807 0.697 

-0.761 0.895 0.953 0.419 

0.338 

2.66~10.39% 減少していた。反対に増加の著しいものとしては A1s08 が 5. 65~2 1. 11% 増で 3.47~

10.22 倍増であり， Alt)s は風化，土壌化の過程において安定していたといえよう。次いで FesOs が 17.93

~23.69% の増加であった。したがって蛇紋岩から暗赤色土が生成されるときの大きな化学組成変化は，

多量の MgO の流亡，次いで SiOs の減少， これに対する相対的な Als0g， F巴t)s の増加である。乙の

ように塩基類の洗脱， A1sOs, Feρ8 の増加という風化作用は赤色土の場合と同様であった。 No.1 ， No.2

土壌では， MgO は pH の低い No.2 土壌の方が減少率が高かった。 FeS03 の増加の幅は NO.l と NO.2

土壌問で大差はないが， NO.1 は下層の方が増加量が多く反対に NO.2 は表層の方が増加量が多かった。

A1sOs は No.1 は 5.65~13.263ぢと増加量が少ないが， No.2 土壌の Bl' Bs 層では 21% 以上と増加量が

多かった。塩基類の減少， A1sOa, FesOs の増加の多い方が土壌化が進んでいるとすれば NO.2 土壌の方

がより土壌化が進んでいるといえる。微量元素で増加しているものは， Crρa ， ZnO ， CuO であるが Crρ8

が暗赤色味の強い NO.1 土壌では 7. 70~9.34 倍と高い増加率を示している。日音色の原因の一つが Crt)s

である ζ とが推測される。この CrsOa の増加は高 pH による CrS03 の安定と，斜面上部より流亡して来

て集積した可能性とが考えられる。

その他の元素では， NiO は NO.1 土壌の Bl' Bs 層では増で，その他の層位は減少， coo は No.2 土

壌の AーB 層より下層では減，その他の層は増， CaO は No.1 土壌の Al' As 層が増，その他の層位は

減少しており，増減の原因究明が困難であった。

4-6 蛇紋岩が土壌化する時の各化学成分間の増減%および pH との相関関係

蛇紋岩が土壌化する時IC，各化学成分間および細土試料の pH といかなるかかわり合いにあるかを知る

ために， Table61C示した化学成分率(%)の増減および細土の pH 相互聞の相関関係をと乙ろみに取った
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する各化学成分率(%)の増減および細土の pH 問の相関係数

between serpentinite and soi1s from serpentinite 

銅
CuO 

ニッケ Jレ
NiO 

コノ、，~)レト

CoO 
カ Jレシウム
CaO 

7グネシウム | 
lVﾙi'O"'''_'' I pH(HsO) 

0.136 -0.617 -0.465 0.195 -0.292 -0.094 

-0.266 0.057 O. 143 0.243 -0.133 -0.388 

-0.664 -0.444 -0.701 -0.900 -0.761 -0.745 

0.604 0.622 0.826 0.911 0.8ヲ5 0.797 

0.642 0.867 0.973 0.807 0.953 0.865 

0.424 0.085 0.39ヲ 0.697 0.419 0.338 

0.555 0.665 0.677 0.551 0.827 

0.555 0.934 0.455 0.788 0.760 

0.665 0.934 0.678 0.887 0.826 

0.677 0.455 0.678 0.855 0.847 

0.551 0.788 0.855 0.885 

ー

マJn
4
 
no 
nu 

円
UFO
 

勺
ノ
‘-

n
υ
 

〆
。

内
ノ
白

向
。• ハ

U

-
守
J4
4
 
no 
• ハ

U 0.885 

結果を Table71C示した。

細土の pH(HsO) と正の相関関係の高いものとしては MgO， MnO, CaO, CuO, CoOなどが認めら

れた。しかし，これらの中には MgO のように母岩の値より常 IC減少している成分， CuO のように常に

増加しているが pH が高いと増加率が高いもの， MnO, COO のように pH が高いか，または低くても表

層だと増加， 低くて下層だと減少の値を示すもの， (ζれらは低 pH， 嫌気的条件で流亡しているのでは

ないかと考えられる)などが含まれており， pH と相関関係の高いものの中でも異なった傾向を示した。

負の相関関係の高いものとしては， Alρs がある。 AlsÜs は低 pH 条件でも抵抗性が強いので残存し，

MgO が低 pH だと著しく減少するので相対的に増加の値を示すものと考えられる。

その他のグループとして pH とはほとんど相関関係のない SiOs， FesOs, ZnO などが認められた。

各化学成分間で相関関係の高いものが多く見られる。負の相関係数の市北、ものとしては A1s08 と CrsÜs，

CaO がある。 CrsOs や CaO が減少するような条件では A1sOs は増加するものと考えられる。正の相関

関係の高いものとしては CrsOs は MnO， CaO，および MgO と， また MnO は MgO， および CoO

と， NiO は CoOとそれぞれ高い相関関係にあることがわかった。 これらは各グループ間で同一条件だ

と同じような動きをするものと考えられる。

5. おわりに

乙の報告は東三河地域の蛇紋岩由来の暗赤色土の性質および生成条件を調べるために，周囲の赤色土

と，断面形態，一般化学的性質，無機化学組成について比較し，それらの相互関係を明瞭にしたものであ

る。さらに蛇紋岩から晴赤色土が生成する時の化学組成の変化についても調べ興味のある知見を得ること
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ができた。

稿を終えるに当たり，ど校閲と有益な助言を賜わった林業試験場四国支場久保哲茂支場長，調査に御協

力下さった同調査部海外林業調査科技術情報室八木久義室長，愛知県林業試験場小林元男技師lと深く感謝

の意を表する。
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Genesis and Classification of Dark Red Soil Derived frorn Serpentinite 1 

Cornparison distribution, rnorphological features and chernical properties 
between dark red soil and red soil in rnikawa, aichi prefecture 

Yoshiyuki MORITA(l), Yasuo OSUMI∞ and Daisuke NATSUME(S) 

Summary 

There have been very rare the studies on the nature, distribution and the formative 
process of Dark Red SoiI. In this study, following conditions were examined in Dark R巴d
Soi1 in the eastern Mikawa District, Aichi Prefecture, with reference to Red Soi1 distributed in 

the neighboring area : distribution pattern, morphological features and chemical properties of 
these soils. In addition to these characteristics, chemical compositions of soi1 material and 
serpentinite as the parent material are specially determined for evaluating the condition 

of chemical weathering of the Dark Red soiI. 

The following results were obtained : 

1) Growth trouble was found in the plants, particulally in wooddy plants, grown on the 
Dark Red Soil which spreads in the hilly area with gentle undulation (100 to 200 m above 

sea level). 

2) pH and CEC values and cation contents of the Dark Red Soil were higher than those 

of the Red SoiI. 

3) The eutric Dark Red Soil, containing higher amounts of Mg, mainly distributed in 
the lower parts of hill slopes, whereas the distric Dark Red Soil on the upper slopes. 

4) The serpentinite contains lower concentration of AI20S and SiOa higher of Mg than 

those of soil materiaI. FeaOs and other heavy metals were specially concentrated into the 

soil materials. Therefore, with proce巴ding of soil formative precesses, Mg which was easily 
removable was soon eluviated from soil material, whereas heavy metals which were resistant 
to eluviation were concentrated in the material. 

5) pH values wer巴 w巴11 correlated with th巴 contents of Mg, Mn and other metal catio-
ns. 
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